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経済論叢(京 都大学)第151巻 第4・5・6号,1993年4・5・6月

香港をめぐる内外銀行の過渡期戦略

佐 藤 進

は じ め に

国際化現 象は,1970年 代 の終 り以降,す なわち過渡期1Lの香港金融に とって

最 も顕著な特徴 となってい る。国際化現象は,一 つ には 「香港金融の外貨化傾

向」に表れてお り,二 つ には外国銀行の香港参入 と,香 港地元銀行の対外進出

に表現 されてい る。 この うち前者 については,別 稿 において,香 港所在銀行の

金融残高推移が示す香港金融の急速な外貨化 をと りあげ,そ の歴史的意義 を追

究 してみだ 〕。そ こでは,外 貨化の主 な中身が,香 港 において記 帳されてはい

るが実質的 には特定 の他国(日 本)の 国内金融であ るもの と,香 港 ドル不信か

らつ くられ る外貨預金 とに大別され ることを析出 した。そ して,こ の外貨化現

象は,英 領香港の通貨 ・金融秩序の消滅過程の現れであることを見いだ した。

本稿では,後 者 の国際化現象,す なわち外 国銀行の参入 と,香 港地元銀行を

代表す る英系銀行(以 下英銀 と略す)の 対外進出をと りあげる。 それは,香 港

金融 の変化を,そ の担い手それぞれに(お よびその相互の関係 に)起 きてい る

変化をつ う じて描 きだす ことを意味す る。香港金融の担 い手たちとは,こ れ ま

で培 って きた権益 を保持 しようとして時代 の流れ に抵抗す る,英 領植民地金融

の主た る担い手 としての英銀,し だいに力を増す外国銀行,お よび中国系金融

機関のことであ る。

1)拙 論 「香港金融の外貨化傾向」 『経済論叢」第150巷 第4号,1992年10月 。 以下,前 編と略す。

2)詳 しくは,同 ヒ.64ペ ー ジ参照。英国が支配する香港から中国が支配するそれへの過渡期の意

で,時 期 としては大体1980年 前後から 「返還の年」1997年 直 後までの約20年 がこれに相当す る。
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このうち,新 たな香港の支配者の地位 を約束 されてい る中国系金融機関 につ

いていえば,そ の勢力は 「返還」前 の現在 も,香 港内部 で着実 に強 まって きて

い る。 しか しその十分な展開は,中 国による全面的 な香港支配 とともに将来に

属す る問題であるので,そ れに至 る歴史的過程 の分析 も後 年にゆず るのが妥当

であろう。中国系金融機 関の勢力の強 ま りにつ いては,必 要なかぎ りにおいて

触れ るにとどめ ることとす る%

また,外 国銀 行 につい て は,主 と して紙 数 の 関係 か ら,日 本 の銀 行 につ い て

集中 して論 じざるをえない。後述す るように,外 国銀行の中で近年抜 きん出て

勢力 を拡 大 してい るのは,日 本 の銀 行 で あ る。 しか し,最 近 にな って 日本 の銀

行 に追い越されるまでは,戦 後長期 間にわた って,米 銀が外国銀行 のなかで筆

頭 の位 置 を 占めて い た。 近年 の後 退ぶ りは 目立 ってい る とはい え,米 銀 の力 は

いぜ ん と して 強い レ,,日 本 の銀 行 な どには ない 強み を もって い る。 た とえば,

3)英 領香港 の消滅期としての過渡期は,中 国香港の生成期で もある。「返還」接 近とともに中国

か ら香港への資金の流れは急増 し,過 渡期の香港金融を特徴づける要因のひとつになってきてい

る。香港の中国系金融機関は比較的変化にとぼしい存在だったが,80年 代 に入って規模を拡大す

るなど,活 発な経営を行なうようになった。広東省へ流出した香港 ドルが中国系銀行に預 け入れ

られ,そ の香港支店をつうじて香港の他の銀行に対する貸付けとなって香港に還流す る形での,

中 国から香港への香港 ドル債権 も増加 している。従来の中国銀行およびその指揮 の下にある各行

以外にも,中 国系金融機関が様々な形で香港 と関係を強めて きているとも言われ る。証券市場を

ふ くめた香港金融市場に対する中国系金融機関の積極性は外国金融機関にまさるとも劣らない。

金融市場のみならず,香 港の提供す るあらゆる市場を利用しようとする,中 国の行動は壮観でさ

えあり,香 港の現状分析には欠かす ことので きない7ァ クターとして検討 してみるべ きである。

しか し,こ の現象を中国香港の形成史として扱 うには時期が早い,ま だ.「歴史」 になっていない,

と筆者は考える。とくに将来の中国の金融の担い手がだれになるのかがわからない。中国香港の

時代に,中 国の内部もこれ まで とは変 り,そ の変化が完了する段階において過渡期としての現在

の姿が最 も良 く分析されることとなるだろ う,少 な くとも急 ぐことはない,と いうのが筆者の考

えであ る。これに対 して,英 領香港の支配の内容は,そ の消滅期冨過渡期において明 らかになっ

て くることが多い、その理由は,支 配の条件が失われつつあるのが過渡期であるから,支 配条件

の成立の様相が消滅の様相 との対比によってより明確になるためである。 したが って,消 滅期=

過 渡期は,む しろ英領香港の盛期を分析するのに適 しているのであ る。

.4)本 稿 においては,英 領香港を支える政治権力は英国のそれであ り,中 国香港を支えるのは中国

であって,金 融についても,そ の背景には政治権力の存在 と影響が前提されている。香港に直接

関わる政治権力は笑中以外にないのだが,米 銀について触れたついでに付弄すれば,米 国だけは

.香港に とって特別な存在として指摘 しておかなければならない。英国の香港支配に対する米国の

全面的支持は香港存立の決定的条件である。終戦直後,英 国による香港奪還その ものが,木 国の

力を背景として行なわれた。 とはいえ,米 国は英国に対 して,そ の地位を保全する以外に政治的

には干渉がましいことをしていない。それだからこそ米国の存在をとりあえず無視 して,香 港/
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近年米銀は,バ ランスシー トの増大 を招 き,総 資産収益率,自 己資本収益率,

riskassetratioな どの悪化 を もた らす ような取 引か ら手 を引 く反面,private

bankingな どに特化す る動 きをみせ ている といわれ る。 このよ うに,米 銀やそ

の他各国外銀の行動 と戦略には個性があ り,そ れを個々に分析 することは重要

である。だが,本 稿では進出 して きた外銀のなかで も代表的な存在 となってい

る日本 の銀行 に焦点 をあて る結果,他 については省かざ るをえない%

こうして本稿の対象は,お のず と外国銀行(日 本 の銀行)の 香港進出 とその

目的,英 銀 の過渡期への対応戦略,の 二点に しぼ られてい くことになる。.そも

そ も新 旧の銀行勢力は香港において何をめ ぐって競争す るのか。それは,英 領

香港の消滅期 としての過渡期 においても(英 領香港が銀行資本 にもた らしたと

同様に)充 分 な資本果実が期待で きるか らにほかな らない。 しか しその果実の

源泉 とは,英 領香港の盛期 と何 において共通 してお り,何 において異 なってい

るのだろ うか。 これが香港金融 の歴 史的変化 を根底 において規定す るものであ

り,本 稿 の問題意識 もそ こにある。国際化現象 とは歴史的変化が過渡期におい

て表れた形態であ る。そ こでは,外 国銀行は,香 港に期待 された新 たな歴 史的

課題 を担 って登場 してお り,英 銀は多国籍化 によって,一 一方で は香港での利 回

りの良い取引を継続 しながら,合 せて自らの香港依存体質 を変 える課題に直面

してい るのである。

1外 国銀行,と くに日本の銀行の進出

前 編 におい て筆 者 は,金 融残 高 の 「外 貨化 」 がユ ー ロ市 場=オ フ シ ョア市場

＼を 「英領」としてだけ取扱 うことができる。米国と英国 との密接な関係は,と くに戦後香港を見

る場合には忘れてはならない。米国 との関係を,過 渡期を論 じる本稿において省略す ること自体,

英 米の同一歩調ゆえにで きるのである。

5)本 稿において充分触れることので きない,も う一つの銀行グループは,地 場銀行,す なわち英

系銀行をのぞ く地元銀行であって,中 国人(華 人)に よって所有され経営 されているが.中 華人

民共和国の統率下にある,い わゆる 「中国系銀行」ではない銀行である。地場銀行の大部分は外

国銀行 と資本関係があった り,ま ったく独立 した存在であるとはいえないし,規 模も小さい。 し

か し,変 転やまない香港の金融事情に 「もまれて」きているために,内 外大銀行 にとって も貴重

な触覚 として役立つ,特 異な存在となっている。
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化の深ま りを示 し,そ のことが香港上海銀行を中心 とす る英領香港の金融秩 序

の担 い手 にたい して,外 国銀行の香港市場参入の強ま りを意味す る と述べた。

1978年 の銀行認可再開以後,外 国銀行 の動 きは1980年 代 を通 じて盛ん になるが,

その中で も年が降るに したがい,抜 きん出て積極 的な参入態度を示 したのは 日

本の銀行である。

1日 本 の 銀 行 勢 力 の 急 増

外 貨 残 高 の 急 増 を に な う主 体 で あ る,銀 行 数 の 推 移 を 見 て み よ う。<表1>

に よ れ ば,急 減 し て い るDTCs(deposittakingcompanies)に 対 し てLBs

(licencedbanks),RLBs(restrictedlicencedbanks),LReps(localrepresenta,

tineoffice)は ほ ぼ 一 貫 して 逓 増 傾 向 に あ る50。 地 元 の 有 力 銀 行 や,進 出 して き

く表1>金 融機関数 と駐在員.事務所数の推移

年

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

ユ988

1989

1990

1991

資 料:

Licencedbanks RLBs DTCs Rep.Offices

3

8

5

3

3

1

6

0

3

]

5

0

5

8

3

7

8

0

】

2

3

3

4

4

5

5

6

6

6

6

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ユ

9

4

£
U

2

2

L
Ap,,r〃 α!ReportoftheCommissionerofBankingfor1991お よ び

HongKongMonthlyDtgrstofStatistics各 号 よ り作 成 。

3
一 302 一

3
一 350 一

1 18 343 117

6 30 319 117

0 33 31ユ ユ22

3 .36 277 ユ34

] 38 254 144

5 35 232 〕43

0 35 216 152

.

5 36 202 160

8 46 191 155

3 53 159 152

6>香 港 金 融 機 関 の分 類 につ い て は 前 編70ペ ー ジ脚 注10を 参 照 さ れ た い 。 た だ し,1992年9月 に銀

行 免 許 の 要 件 が 一 部 変 更 さ れ,地 元 銀 行 の資 産,一 般 預 金 は そ れ ぞ れ4,000,3,000百 万 香 港 ドル,

外 国 銀 行 の資 産 は16,000百 万 米 ド,レ以 上 とな って い る 。 同 性 の 資 料 は199]年 現 在 の もの で あ るの

で 念 の た め 。GovernmentiniottnationService,.longKong1993一 一 みR副 働q∫1992
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た有 力 な外 国銀行 が,で きるだ けLBsと かRLBsの 資 格 を取 ろ う とす る一 方

で,DTCsの 要件 が 厳 しくな り,そ れ を満 たす こ とが で きないで 廃 業す る弱小

金融 機 関 が続 出 したた めで あ る。 したが って上 記 の増減 二 つ の傾 向 は,大 略優

勝 劣 敗 の動 きと見 る こ とがで きる。 またそ の 中で,世 界 の有力 な銀 行が香 港 に

おい て次 第に その 数 を増 してい ると認 めて よい であ ろ.う。

次 に 〈表2>に よ って 地域 別 で 見 る と,最 近4年 間 にお いて 注 目す べ き傾 向

は,LBs,RLBs,DTCs,LRepsす べ ての形 態 にお い て,日 本の 銀行 が その 数 を

着 々 と増 してい る こ とで あ る。他 の 国は,中 国がわ ず か に増加 傾 向で あ るほか

は,全 体 と して停 滞 また は減 少 傾 向で あ る。地 元香 港,本 国英 国 と もに,(英

国 の駐 在員 事務 所 数 の増 加 を除 いて)す べ ての形 態 に おい てそ の数 を減 ら して

い る。 かつ て香 港 の外 国銀 行 の 中で 最大 の勢 力 を誇 った米 国 も ,後 退 しつ つ あ

く衰2>金 融機関の所属国別地域別分布 と増減(1987-1991年)

香港1中 国:日 本1ア ジア計 英国3欧 州 北米 その

LBs 1987年

199ユ 年

I

II
193正5126186

15:15:33:89
闘1」

17140

5F48
27

24

2

2

増減 一4…oi・7… ・3 一2… 一8 一3 0

RLBs 1987年

1991年

1

脚1

41116115

3,1…1228

914

7:11

6

10

0

4

増減
「1」

.一1202セ6:+13 一2…一3 +4 +4

DTCs 1987年

1991年

1

11

34:16:28148

191636:119

1

L

17:37

16

36

18

11

6

増減 一15:03+81 -29111 :一3.一211 一18 一5

L.Rep 1987年

1991年

一51542

111 -7;3159
6…65

9170

・20

11

16

12

増減

I

II
.一:←23+16{+17 ・3レ5 一9 一一4

All 1987年

1991年

II

F

573775291

37:39:1122295
111

29…156

25;145

89

63

29

24

増減
1ト1-20i+2+37;+4

1-41-11 一26

一

一5

注:「 ア ジ ア計 」 は,「 ア ジ ア ・太 平 洋 小 計 」 の 意 。

資 料:4'+reualReportoftheCommissionerofBankingfor1991.
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る。 以上 を ま とめ る と,過 渡 期香 港 において は世界 の有 力 な銀 行 が進 出 して き

てお り,日 本 の銀 行が しだ い にそ の流 れ を代 表 す るよ うに な って きた,と い う

こ とが で きる。

と くに1986年 以 降,香 港 にお ける 日本 の銀行 の勢 力増 大 には 目を見 張 る もの

が あ る。

〈表3>に よれ ば 日本 の銀 行 は1986年 末 か ら1991年 末 の5年 間 に,総 資 産 に

お いて シ ェア を46%か ら58%へ と12ポ イ ン トも上 げて,香 港全 体 の 銀 行資 産 の

半 ば以 上 を 占め る に至 った。 そ の主 因は外 貨取 引 にあ る。 ユー ロ円 な どに よる

「迂 回融資 」 な ど,実 質 は 日本 の 国 内貸 で あ る もの の記 帳 が そ の大 部 分 を 占め

る こ とは,す で に前 編 に よ って 明 らか に した とお りで あ る。 しか し,日 本 の銀

行 の勢 力 は,外 貨や オ フ シ ョア取 引 の 分野 に とどま らず,香 港 内 部 へ の 貸 付

(6%増),香 港 ドル資 産(7%増 〉,香 港 ドル預金(1%増)と す べ て の分 野

<表3>銀 行 の 国(地 域)別 市 場.占 有 率(単 位:%)

Marketshareforauthorizedinstitutionsbycountryofownership

資 産 ASSETS LOANS

香港内の貸付

FOR USEIN HK

1986 1991 増減 1986 ユ991 増減

中 国 8 8 0 中 国 16 15 一1

欧 州 17 11 一 6 欧 州 16 16 0

日 本 46 58 +12 日 本 18 24 +6

米 国 9 5 一4 米 国 12 9 ..3

香港ほか 20 18 一2 香港ほか 37 36 一1

香港 ドル資産 HK$ASSETS 香港 ドル預金HK$ DEPOSITS

1986 1991 増減 1986 1991 増減

中 国 19 22 +3 中 国 2ユ 23 +2

欧 州 ユ9 16 一3 欧 州 13 11 一2

日 本 9 16 +7 日 本 3 4 +1

米 国 11 7 一4 米 国 7 5
一2

香港ほか 42 39 一3 香港ほか 56 56 0

資 料:A"p盟 ρ'ReportoftheCommissionerofBankingfor1991よ り作 成 。 貸 付 の

1986年,預 金 の199]年 と も,ラ ウ ン ド集 計 の た め 合 計 が 】00(%}に な らな い

が,数 字 は 原 資 料 の 数 字 を そ の ま ま使 用 した 。
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に おい て増大 し,香 港 内部 の貸 付市 場 お よび香 港 ドル資 金市 場 とい った,伝 統

的 に地元 銀行 が支 配 して きた市 場 に も勢 力 を伸 ば して い る こ とが うか が え る%

.これ に たい して欧州,米 国勢 と も大 幅 な後 退 を示 してい る。 また,中 国 は 日

本 ほ どで はな い に して も着 実 な勢 力増 大傾 向 をみせ て い る。 これ にた い して 香

港 上 海銀 行 な ど(中 国系 をの ぞ く)地 元 の銀 行 を含 む 「香 港 その他 」 は シ ェア

をや や後 退 させ てい る。

つ ぎに,資 金 の運用 調達 関係 を外 貨 と香港 ドルに分 けて 観察 す る と,外 貨 の

中で は 日本 の銀 行 が他 を圧 す る シ ェアを支配 しで い る。 しか も,そ の運用 ・調

達 は オ フ シ ョア取 引(前 編 で も述べ た よ うに大 宗 は対 日残 高で あ る)で あ るの

に たい し,香 港 ドルの運 用 のた めの 調達 は,こ れ を地 元銀 行 の余 資 に依存 して

い る関係 にあ る。 こ の点 は,〈 表4>か ら も明 らか な よ う に限界 的 資 金運 用 ・

調 達 手段 と して の銀行 間資金 取 引の 残高 に反映 され てい る。

香 港 ドル の預 金 シ ェア を見 る と,こ こで も欧 米系 の後退 が 見 られ,そ の分.

中 国系 銀 行が シ ェア を伸 ば してい る。資 金 的 な関係 を見 る と,英 系 を 中心 とす

く表4>香 港内銀行 間取引における国(地 域)別 純貸付(借 入 〉額

InterbankNetLendinginHongKongbyCountry/RegionofBeneficial

OwnershipofAuthorisedInstitution(1991年 末。単位:十 億香港 ドル〉

香港 ドル 外 資 合 計

中 国

欧 州

日 本

米 国

香港その他

74

(11)
(84)
(13)
32

讐
(46)
1
14

104
(11)

(130)
(12)
46

計 一. (2) (2)

資 料:ハnnualReportof[heCommissionerofBankingfor1991.

7)香 港 における日本の銀行の活動のなかで,地 方銀行 の活動が 目立っている。「地銀各行,香 港

拠点 にアジア戦略強化一 地元企業の進出支援」「日経金融新聞』1992年5月1日 付参照,ま た

『日本経済新 聞」1992年11月13日 付 によると 「邦銀の海外拠点縮小傾向が強まるなか,地 方銀

行 ・第二銀行の香港での拠点開設が引き続き活発だ。今年1月 か ら10月 までの間に支店,現 地法

人,駐 在員事務所を開設したのは五行で,前 年同期の六行とほぼ同水準 となっており,昨 年ま一⊂

活登だった二.-一 ヨークやロンドンへの拠点開設がほ とんどなくなった とは対象的1と 述べられ

ているD
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る地元銀行 と中国系銀行が香港 ドル市場 を支配 してい る。 日本の銀行は外貨残

高において他を圧 している ものの,香 港 ドル調達面で英系 ・中国系銀行に依存

し,ま た運用面では英系,中 国系銀行の本拠地である香港,中 国等 にたいす る

大型融資案件をみずか らとりあげた り,協 調融資 として とりまとめている。 こ

こに,英 系,中 国系,日 系三者 の支配 と相互依存関係 の存在 を認 めることがで

きる。

2共 通課題 と しての対中国取引の拡大

では 日本の銀行は,と くに80年 代後半 とい う時期に,何 を求めて香港 に進 出

をつ よめて きたのであ ろうか。1986年 をとってみる と,そ れ は前年の 「プラザ

合意」 に ともなう,い わゆ る 「円高不況」 の年で あった。 日本国内で は輸 出産

業 を中心 と して製造業において生産活動の低迷 が生 じ,在 庫投資,設 備投資 の

圧縮が銀行に対する返済圧力 とな り,こ の結果銀行サ イ ドは資金の運用難に見

舞われていた。そこへ金融 ・財政政策 の出動が積極的に行われて,不 動 産や証

券へ の集 中的資 金供給 を引 き起 こし61,い わゆるバ ブル景気 とその崩壊へ とつ

なが ってい く。 こうした国内的展開にたい して,対 外的には輸出産業 を中心 と

して,現 地生産 を目的 とす る,企 業 のアジア各地への進出が急速 に進んだ。銀

行について も従来国際取引 はあま り行な っていなかったよ うな地方銀行 にいた

るまで,顧 客企業の進出に合わせ,他 行 と競 いあ って海外 に一 アジアでは特

に香港や シ ンガポールに一 進出す るようになった%

8)山 口義行 「「資産インフレ』の金融メカニズムについて{2り 「名城商学』第41号 第2号,1991年

10月,46-47ペ ー ジ。

9)「 香 港金融市場の実情を探る」(「国際経済」通巻第258号.臨 時増刊香港特集,1986年3月)と

題 した特集記事 のなかで,当 時の冨士銀行香港支店長は 「今のところ支店の数で一番多いのは米

系銀行だが.… …米系の銀行は香港の国際金融センターから撤退する傾向にあるが,日 本の銀行

の場合はそ ういう動 きは全 くない。これには日本の銀行 間の競争意識は非常に強烈だから,少 々

無理 してもここで商売を続けていくという各行の戦略があるか らだろう。加えて,取 引先の企業

が海外に出た場合,自 分達のメインないし準 メインな りの銀行の海外拠点が一つ もないのは寂 し

いとい うので,海 外に拠点をつ くってい く面 もあるようだ。つま り,企 業が海外に進出して,あ

とに続いて銀行がでるというパ ターンだ。都銀の方はほぼ進出を終わ り,今 は地銀や相銀が出/
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金融 セ ン ターで あ る香港 に は,日 本 と くらべ,銀 行 に とって広 い活動 場面 が

あ る。最 も広 範囲 な活 動 を保 証す る形 態 と して,伝 統 的商業 銀行 分 野で は支 店

をlicencedbankと して保 有 しな が ら,証 券 業 務 を行 わ せ る子 会 社 と してde・

posittakingcompanyも 持 って両者 を併用 す る こ とに よ り,い わ ゆ るユ ニバ ー

サ ル ・バ ンキ ングを展 開す る こ と もで きる。 しか し,資 金取 引,証 券取 引,為

替取 引 な ど,広 い分 野 にわ た って業務 を展 開 して も,結 局競 争 は各 分 野 にお い

て互 い の マLジ ンを減 ら して しまい,各 行 と も収益 確保 のた め に,局 面 の打 開

を求 め て い たdそ こで将 来 有望 な市場 と して,い ずれ の銀 行 も共 通 して力 点 を

お くこ とτこな った の が,対 中 国取引 の拡 大で あ った1D,。時 あた か も,1997年 問

題 をめ ぐって香港 の危機 感 が一挙 に高 ま り,香 港 か らの資 本,人 材 の流 出が 懸

念 され,通 貨 危機,銀 行 危 機 のた え まな く続 いた 直後 で もあ った 。新 旧の香 港

支配 著 た ち は,立 場 は異 な って も,金 融 基 地香 港 の維持 ・継続 とい う こ とで は

共 通 した 強 い利 害 関係 を もって いた。 したが って,そ れ が信用 不 安 によ って お

びやか され て い る とき に,日 本 の銀 行 の積 極 的 な進 出が,双 方 か ら歓迎 され な

い はず が な か っだ1〕。

＼てこようとしているわけで,そ の場合都銀が親 しい地銀や相銀に対 してア ドバイスす ることもあ

る」 と述べている。

1992年7月 に筆者が聞き取 りを行なった,日 本の大手銀行の香港支店長は.80年 代 後半の内外

における融資急増の結果について,国 内では焦げつきばか りつ くったが,ア ジア一帯では焦げつ

きがでたとい う話はほとん ど聞いたことがない,と 語っていた。 日本の進出企業とともに,銀 行

も,と りあえずは概 して順調な進出を果たした ことをうかがわせる。

10)「 当店(現 法を含めて)一 この(現 法を含めて〉 とは,depositcakingcompanyと して所有

している別法人と,licencedbankと しての香港支店の二つを合せて,と い う意味である。銀行

としては二つ を実際には一体のもの と考えていることを示す発言:佐 藤注一 の取引先は,も ち

ろん,日 系進出企業もあるが,非 日系のシェアの方がはるかに大 きく,収 益面では東南アジアや

中国系の政府 ・企業の取引が大部分 となる。証券 もディー リンだけでな く,香 港,シ ンガポール,

マ レーシアの債券のア ンダーライティングに参加 している。 リテイルビジネスに進出 していない

ため,貸 出 し資金 はユーロデポジットを主体 にした市場性預金となる。当然為替面のオペ レー

ションが重大 となる。端的には貸出し,証 券,為 替が従来の仕事の中心だったとい える。だが過

当競争 によってマージンが減 り,量 を追及 しても利益 が伴わない、……今後の展開は地場取引の

拡大 と,中 国との各種取引を増大 させることにある。」(同 上誌133ペ ー ジにおける太陽神戸銀行

香港支店長の発言o)

11)銀 行ではないが香港中国双方から歓待されている分 りゃすい例に,1989年 「天安門事件」直後,

香港でも動揺がはげしかったにもかかわらず,あ えて本社を香港へ移した,ヤ オハンのケース/
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東南 アジア等,香 港 の伝統的な取引相手諸国 もやは り80年 代に急成長 を遂 げ,

香港 との経 済関係 も密 にな っていたし,香 港所在銀行 との取引 も増 えていた。

だが,香 港所在銀行の方 はむ しろ取引 のウエイ ト,将 来への関心 とも,中 国へ

の傾 斜 を深 めていたのであ っだ2コ。個 々の銀行の進出の動 機 はさまざまで ある

として も,「中国市場 の約束す る利益機会」 こそ,80年 代後半の香港進 出にさ

い して,日 本 の各銀行 の 「総意」,す なわち重要 な共通課題 となっていたので

あ る13〕。

80年 代 なか ば に,香 港 に おけ る 日本 の関係 者 は次 の よ うに語 ってい る'%

＼がある。

注意 してお くべ きは,日 本の銀行に代表される外国銀行の進出は,も ちろん自分の意志で行な

われてい るものであるが,そ れは客観的事情が許 しているからできている,と いう点である。利

潤率低下にともなう産業金融の不振などの国内要因とアジアをのぞ き世界的に不況が慢性化 して

いることなどの海外要因が,事 態の打開を中国市場に求め る行動を生んだ。 これに加えて,こ う

した外銀の香港を基地とした新市場開拓にたいする積極性 こそが,ま さに中国が香港に期待す る

ことにほかな らない。また,英 領香港の支配者 も別の観点から(か れらも次の段階には 「外国銀

行」 となるので 「外銀どうし」対中国のバランス ・オブ ・パワーを有利にす るために)外 銀の香

港進出を歓迎 したのである。だからこそ,新 旧支配者 との政治的摩擦な しに進出が可能 となった

といえる。

返還後を考えれば,香 港の中の貸付 とか,香 港 ドルとかのシェアといっても,い ずれ も中国の

内部での取引であ り,ま た中国内部の一大金融基地での取引実績 としての意味をもつ運命にある。

したがって,上 に示 した過渡期における中 ・日 ・英の相互関係 も,個 々の銀行の事業基盤確立へ

の努力 とともに,来 たるべ き中国市場での相互関係の足がか りを求める動 きにほかならない。

12)(表5>参 照 。1980年 代に入って東南 アジアなど 下その他アジア」 の貸付の伸 び率が,日 本 と

中国を除 くと相対的に伸び悩んでいる。さらに1990年 代 に入ると,中 国に投資がさらわれるので

は,と の懸念が東南アジアに台頭する。

「成長軌道を保つため外資を求めるタイ一 夕イは主と して進出日本企業が原動力 となって,

1980年 代 の後半に著 しく高い経済成長を達成したが,今 は深刻な問題に直面 している。最大の障

害になっているのは,世 界経済が不振 を続けているのと,外 資 にとって新 しい市場が,と くに中

国の中に登場 してきたことだ⊥TheJapanTimes,April3,1993.

13)DatabaseAsiaBusinessInformationGroup,HONGKONGBANKING3rdedition,1985.

PP,ユ3-15は 「日本の銀行業務一 対中国基地 としての香港」 と題 して,次 のように解説してい

る。「世界で三番 目に大 きい金融市場 として,香 港で銀行業務を行な うにはいろいろと有利な点

が多いが,日 本の銀行はこれまで もそれをすばや く生かして利用 してきた。低い税率,規 制が比

較的に少 なくて自由な環堵,そ して内部に大きな国内営業基盤が存在 していること,な どである。

だが,日 本の銀行関係者はたいてい,か れ らがここへ来ているのは,こ うした魅力的な要因だけ

がすべてではないと,言 わず語 らずに認めている。中国市場が約束 している利益機会こそ,何 に

もまして魅力的なのだ。 日本の銀行関係者にとっては1997年 問 題は本当の ところ存在 してはいな

い,と いうこと一 このことが実は香港全体の将来にとって良い予兆 となっていたのだ,と わか

る時が必ず来 るにちがいない」。
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「…… こ う した なかで の当社 の 金融業 務 は,数 と しては香 港 進 出 日系 企

業 が 圧倒 的 だが,華 潤公 司 な どの香 港駐 在 中国 機 関へ の運 転 資 金融 資,ま

た シ ンガポー ル支店 と共 同 して フ ァ ンデ ィ ングす る シ ンジケー ト ・ロー ン

へ の 参加 ,ボ ン ドの引受 け,デ ィー リン グな どが 主 な もので,地 場 貸 しは

ほ とん どない。 シ ・ロー ンにつ い て は,今 後,中 国,韓 国 に期待 して い る。

力 を入れ て い るの は 中国系 へ の融資 だが,彼 らは極 め て したた かで,簡 単

に言 えば タダな ら借 りよ う と,当 方 の希 望 条件 で は決 して通 らな い。 今後

も しば ら くは対 中パ イ プ作 りで あ り,で きたつ なが りを太 く し,幹 か ら枝

につ なげ て ゆ く,そ うい う時期 と認 識 して い る。」(協 和 銀 行 香港 支 店長)。

「中国 との取 引 に は二 つ あ る。 ひ とつ は中国 国 内 の プロ ジ ェ ク トへ の参

加,も うひ とつ は香 港 にあ る中国 出先機 関 との 取引 。 中国政府 や 地方 各 公

司 は ここに次 々 と駐 在機 関 を 出 してい るが,今 後 もさ らに多 くの機 関が こ

こに代 表機 関 を持 とう と してい る。 そ うなれば,香 港 は中国 ビ ジネ スの南

の 玄 関 口,商 談 の場 と して さ らに重要 な位 置 を 占め るだ ろ う。」(三 和 銀 行

香 港 支店 長)

今 日の対 中 国取 引 には,当 時 の予 想 をはか か に上 回 る展 開が 見 られ る。 と く

に 中国,香 港 両サ イ ドの イ ンフ ラス トラ クチ ュ ア整備(空 港,道 路 等 の交 通 網,

発 電 設備,石 油 開 発,化 学 コ ン ビナ ー ト設営 な ど)の た め の巨 大 プ ロジ ェ ク ト

が 進 行 中で,こ れ に も日本 の銀行 は積極 的 に取 り組 んで い る。 中国 の特権 的金

融 機 関,「 中国投 資信 託 公 司」 等 にた いす る大 型 融 資 を通 じて,間 接 的 に 中国

国 内 へ の融 資 を行 な うほか,場 合 に よって は華僑 と協 調 して 中国 に 向 けて大 型

の直接 融 資 を行 うこ と も見 られ るよ うにな った 。 また 日本 の銀 行 間で の競 争の

あ り方 も,BIS規 制 との 関連 で,あ ま りに低 い.マー ジ ンの 大 型融 資 を競 うこ

とは しに くくな った。 対 中国取 引 につ いて見 て も,1980年 代 半 ば ころ まで の よ

うに,も うか らな くて も 「対 中 パ イ プづ く り」 と割切 って いた 段 階 と くらべ て,

採 算が 向上 して きた。 か つ て香 港 内 部 の中国 系銀 行 との関係 が ほ とん ど唯 一 の

M)前 掲 「国際経済」香港特集125ページおよび134ページ。
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対 中国 の接 点で あ った時 期 が続 い たの に,今 で はあ き らか に中国 国 内へ外 国銀

行 支 店網 の展 開が は じま りだ して い る。 この よ うに,日 本 をは じめ とす る外 国

銀 行 の対 中国 フ ァイナ ンスに は新 しい段 階が 画 され よ う と して い る。

H香 港上海銀行の 「国際化」一 発券銀行の 「多国籍化 」

1香 港上 海銀 行 の戦 略転換

外 銀 の進入 に対 す る地元 の銀 行 の対応 は どうか 。地 元香 港 には,19世 紀 に創

立 さ れ て 以 来 の 伝 統 を誇 る,香 港 上 海 銀行 とTheStandardCharteredBank

の二 英 銀 が通貨 発 行銀 行 と して存在 して い る。両銀 行 は支 配 国英 国 の(香 港 政

庁 を通 じて付 与 された 〉特権 な ど有 形無 形 の庇護 の もとに金融 界 を リー ドして

い る。 このほか,80年 代 に次 々 と取 り付 けに遭 って 数 を減 らしてい る地 元 また

は東南 ア ジア華僑 所 有 の地場 銀行,お よび 中国系 の銀 行 が あ る。 しか し,地 場

銀 行 は弱体 化 して お り,中 国系 は 中国の利 益 に従 う グル ープで あ る ので,英 領

香 港 の利害 を ダ イナ ミックに表 現 で きるの は二葉 銀,そ の 中で も段 違 い の力 を

持 つ 香 港上 海銀 行 だ け とな る。 そ こで香 港.上海銀 行 に しぼ って 見 てみ る と,こ

こで も 「国 際化 」 は 「過 渡期 」 の重 大 な特徴 を な してい る ことがわ か る。

『香 港上 海 銀行 史』4部 作 の著 者 は,1864年 に設立 され て か ら120年 を超 え

る 同行 の 歴 史 を,「 ユ970年 代 の終 りを もって しめ く くる こ と と した か った」 と

述 べ て い る15.。もち ろん,香 港上 海 銀行 はそ の後 も存 続 して い る し,『 香 港 上

海銀 行 史』 も1980年 代 前 半 まで につ いて 叙述 が及 んで い る。 そ こで 著者 が強調

してい る点 は,ユ980年 を境 に して 同行 の性 格 が一 変 した こ となので あ る。

性格 の変化 とは,営 業 地域 を主 と して ア ジ アに限 る,中 国 と係 わ りの深 い銀

行(Theregional,Chinabank)か ら多 国籍 企 業(multinationalcorporation)

へ 大 き く転 換 した こ と を意 味 して い る。 転 換 点 は 米 国 のMarineMidland

15〕FrankH.H.King.Th,Hi∫WryoズThe召 ρηg々oη80"4∫ 加 ηgAoゴ&zη 々ngCorporationVolume

/V-TheHo胃gko"8」%融 ゴ,1τA'権 加 ゴofDn'elop〃1例anゴNat,伽al躍 如 ,1941-1984,From

Reg'ona'β ヒ:n々`oル ゴμ1'7'躍`ゴoηρ'Group,1986 ,p,860.



74(270)4151巻 第4・5・6号

Banks,Inc.(MarineMidlandBankofBaffaloの 特 株 会 社。 以 下MMBと 略

す)の 買収(当 初1980年MMB株 式 の51%,後1991年 に100%ま で)で あ った 。

香 港 上 海銀行 と資 産 におい て ほぼ 同規模 で あ 例 米 国で も大 銀行 の一つ で あ っ

たMMB買 収 に対 して,こ の よ うな歴 史的 意 義 づ け を行 う こ とは,そ の 後香

港 上 海 銀行 が 英 国 四大 銀行 の一 つ で あ1る,MidlandBankの 買 収 を実施(1988

年 にMidlandBank株 式 の15%,1992年 に残 りの株 式 を取得)し,米 ・欧 ・ア

ジ ア三 大陸 にそれ ぞれ の地 域 の主要 銀 行 を擁 す る こ とに な った経 過 か ら して も

妥 当で あ る とい え よ テ%

1990年12月,香 港 上 海 銀 行 取 締 役 会 は グ ル ー プ全 体 の 持 株 会 社`HSBC

Holdingsplc.'を 創 設,英 国法 人 と して登 記す る こ とを発 表 し,翌1991年2月

の株 主 総 会 は これ を決 議 ・承認 した(図1)。 この組 織 改 革 は,香 港上 海銀 行

を香 港 法 人の ま ま に して お きつつ も(し たが って 同時 に香港 法 で あ る 「香 港 上

海銀 行 法」一 香 港上 海銀 行 を発 券銀 行 と して認 め てい る法 規一一 が従 来 どお

り適用 され る),欧 州,米 国,中 東 な ど他 地 域 現 地 法 人 が機 敏 に現 地 の ニー ズ

に対 応 で きる体 制 に して い る点,多 国籍企 業 の地球 戦 略 を管理 す.るにふ さわ し

い改 革 とい え る。 しか し改 革 の核心 は,持 株 会社 の登 記 先 が香 港 で な く英 国 と

な った こ とにあ る。香 港上 海 銀行 創立 当時 と設立 の仕 方 が対 照 的 で あ る こ とが

注 目され る。 す なわ ち,同 行 創立 の前 にす で に存 在 してい た他 の各銀 行 は,英

系銀 行 で あれ ば活 動 の 中心 が ア ジアで あ って も本 国 に おい て設 立 さ れ,本 店 も

ロ ン ドンに構 えた もので あ った。 これ に対 して香 港 上海 銀 行 は,英 系で あ りな

16)1970年 ま で に お い て も香 港 上 海 銀 行 は 海 外 に お い て はBritishBankoftheMiddleEastお よ び

香 港 内 部 で は 地 場 銀 行 最 大 のHangSengBankを 買 収 し,ま た 銀 行 部 門 か ら す す ん で 広 義 の 金

融 部 門,さ ら に は 非 金 融 部 門 に 至 る ま で 買 収 の 手 を 広 げ て きた が.本 格 的 な 米 国 銀 行 や 欧州 の 銀

行 を 保 有 した こ と はな か った 。 米 国 で は カ リ フ ォル ニ ア 州 に小 銀 行 を持 って い た が,MMB買 収

に 際 して の米 国 当 局 の 認 可 条 件 に 従 っ て こ の銀 行 を 手 放 して い る。 な お,香 港 上 海 銀 行 はMid・

landBank買 収 の 前,MarineMid】andBanks買 収 直 後 の1982年,RoyalBankofScotlandに 対 ・

し,TheStandardCharteredBankを 相 手 と し て買 収 戦 を行 な った が,イ ン グ ラ ン ド銀 行 お よ び

英 国 独 占 禁 止 委 員 会(TheMonopoliesandMergersCommission)の 反 対 に あ って,.結 局 両 銀 行

と も買 収 を 放 棄 して い る 。 一 連 の 大 銀 行 買 収 活 動 か ら,70年 代 末 以 降 の 戦 略 転 換=多 国 籍 化 方 針

が徹 底 した 方 針 だ った こ とが わ か る。
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が ら香港 において設立され本店 も香港 において業務 を開始 し,そ れが競争者を

完全に圧倒 し,ひ いては今 日の同行 の力を もた らした主因の一つ と言われてい

る。 にもかかわ らず,そ れか ら130年 近 くた った今 日になって,香 港上海銀行

自身は香港現地法人であるに して も,そ の所 有者は持株会社 とい う形で英国籍

に変 ることになったのであ る17}。この形 であれば,将 来 の中国 ・香港に とって,

香港上海銀行 はもはや 「国内銀行」 とはいえな くな り,実 質は外国銀行香港現

地法人 となる。現地法人 としての同行組織を香港に残す とはい え,香 港上海銀

行の伝統 に照 して見れば,グ ループ全体 としては中国返還 に備 えての 「香港脱

出方針」以外のなに もので もない。「香港上 海銀行 グループの英国籍化」その

ものが香港にたいす るコンフ ィデンスに微妙 な陰を投げか けている ことも否定

で きない181。

多国籍企業化の実績は といえば,こ れまでの ところ,香 港 とアジアを除 く他

の地域 の現地法人が業績不振を続 げてお り,グ ルー プ全体 としては意 に反 して,

収益面において香港地域への依存を深め るとい う矛盾 を生んでい る。 しか し,

この問題 の分析は,多 国籍企業 の歴 史的経験 として成熟す るまで,い ましばら

く時間を要すると思われ るので,本 稿 においては取扱わ ないこ とにす るr

2特 権の削減 と英領香港 ドルの消滅

香港上海銀行 はそれ 自体一民 間銀行であるのに,以 下 に述べ るような,例 外

的に特別な 「権能1を 付与 されてきた19)。

17)持 株 会 社HSBCHoldingsplcは 当 初 非 居 住 者 英 国 法 人 と して 香 港 に お か れ て い た が,Mid・

landBankの 買 収 完 了 と と もに1993年1月 を も って ロ ン ドン に移 っ た 。 図1参 照 。

18)「 香 港 上 海 銀 行 は香 港 の繁 栄 と安 定 の 象 徴 で あ る」,EFKChin,TKChoi,H・ ・2gκoη9Bα'・遊'・・g

Systemaノ 卍ゴPκoα'`層θ,1992,P.16.

19)Y.CJao,TheroleoftheHongkongBank,RichardYan-kiHo,RobertHaneyScott,Kie

AnnW。ng(eds.)TheH。 ηgκ 。丹g溜 刀翻`ゴ4'鉤 ・'㎝・,1991.Ja。 氏 は 香 港 上 海 銀 行 を 「'a

Quasi-CentralBank"す な わ ち 「準 中 央 銀 行」 と して 位 置 づ け て い る が,香1悉 上 海 銀 行 は 私 企 業

で あ っ て,「 中 央 銀行 的 権 能 」 を 持 っ て い て もそ れ は香 港 上 海 銀 行 の 私 益 に 従 属 す る関 係 に あ る 。

ま たJao氏 は香 港 上 海 銀 行 の 特 権 を ば 「中央 銀 行 的 権 能 」 と して 上 記a-9の 各 項 目 を 挙 げ て

い るの で あ るが,b,c,gの よ う に 今 日の 各 国 中銀 の 持 つ 権 能 以 上 の もの が 含 ま れ て い るの で/
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a.法 貨で あ る銀 行券 の大 部分 を発行 す る ,発 券銀 行 であ る。

b,手 形 交 換所 の運営 銀行(theManagementBank>で あ る。

c.香 港銀 行 協 会 の幹事 お よび副 幹事 銀行 をtheStandardCharteredBankと

交代 しなが ら永続 的 に就任 す る。

d.政 庁 の 主力 銀行 で あ る。

e .資 金 市場,為 替市 場 に お け る介 入操作 な ど政 庁 の金融 政 策 遂行 を代行 す る。

f.銀 行諮 問委 員会,為 替 基 金諮 問委 員 会な ど重 要 な委員 会 の メ ンバ ー の一 員

と して,政 庁 に対 して主 た る金 融 ア ドバ イザ ー とな ってい る。

9.伝 統 的 に同行 会長 は香 港 の行政 評議 会(他 の 国で は内 閣 に相 当す る)の 一

員(大 臣 に相 当)と してpermanentseatを 与 え られ て い る。

この うち,b.手 形交換 所 の運 営銀 行 と して の特権 とは ,以 下 の状 況 を指 し

て い る。手 形 交換 加盟 銀行 が 決済勘 定 を香 港上 海 銀行 に保 有 して交 換尻 を決 済

す る こ とに な ってい るので,各 行 の勘 定 に残 る残 高 は 自動 的 に香 港 上 海銀 行 に

とって付 利 しな くて もよい預 金 とな る。一 方,貸 越 残 高が 発生 す る と一 定 残高

まで はprimelendingrateが 適 用 され,そ れ以 上 は さ らに3%が 上乗 せ され る

ため,結 局加 盟 銀行残 高 が正確 にゼ ロにな らないか ぎ り,い ず れ に振 れ て も香

港上 海銀 行 に対 して 自動 的 に利 益 を もた らす こ とにな って い た。

1988年7月,政 庁 は香 港 上 海 銀 行 に同 行勘 定 を政 庁 の為 替 基 金(theEx-

changeFund)に 開設 させ ,そ こに常 時(香 港 上 海銀 行 の預 か る)手 形 交換 勘

定残 高 を下 回 らぬ残 高 を維持 させ る こ とと した 。 これ によ り従 来 香港 上 海銀 行

に落 ちた利 益 の 大部分 は政 庁の手 に移 るこ と とな った 。

また,発 券 銀 行 につ い て も香 港 上 海 銀行 とtheStandardCharteredBank二

行 に加 え て1994年 か らBankofChinaが 加 わ る こ とに な って お り,香 港 上 海

＼d-9を ひ っくくる呼び方 としては適当ではない。なおこの論文の中でJao氏 は
.香 港上海銀

行が行政評議会(ExecutiveCoun⊂d)の メ ンバーであったがために,中 国の開放政策への転換

と香港回収方針 を早期に知 ることができ,人 々の知 る前に香港上海銀行としての対応方針を固め

たのではないか,と 疑 っている。
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銀行 の特権 は次第に薄め られ る傾向を示 している2%

したが って 「香港上海銀行の国際化」 とは,と りもなお さず香港上海銀行の

香港 にお ける特権喪失=(普 通の)民 間銀行化の過程 にほかな らない。だが,

本来香港 ドルとは銀本位制当時でさえ,銀 その ものよ りも香港上海銀行な ど英

系発券銀行が発行 した銀行券が厚い信用 に支えられて流通 し,銀 に対 して プ レ

ミアムが付いていた時期が大部分であ った。香港上海銀行への信用 にもとづい

て香港 ドル通貨が受取 られてい ることは基本的には戦後 も変わ ってはいない。

だが,将 来の中国香港 としては,香 港 ドル銀行券の発行体=香 港上海銀行がそ

の組織の一部 を構成するに過 ぎない多国籍企業 に対 し,通 貨発行 をこれ までの

ように頼 るとい うわ けにはいかず,中 国銀行による発券の大幅な増加 に始 まる,

抜本 的対応 を迫 られ るであろうM。 香港上海銀行 によるほ とんど独 占的な通貨

発行を香港通貨制度 の軸点 として きた以上,そ の変革 は 「通貨の切 り替 え」,

すなわ ち英領香港 ドルの終末 と,名 前は同 じ香港 ドルで も,新 通貨=中 国香港

通貨の登場を意味 している。中薬両当事者の意向によ り,変 化が漸進的に進む

20)中 国銀行 による銀行券 の発行については以下の記事を参照。「香港政庁のネンディック金融局

長はユ2日午後,中 国の外為専門銀行である中国銀行が1994年 か ら香港 ドルの発券業務に加わるこ

とを認める方針である,と 正式 に発表 した。これ により,現 在,香 港 ドル紙幣の88%を 発行 して

いる香港上海銀行 と12%の 発券 を担うスタンダー ド・チャ一 夕ー ド銀行と並ぶ1第 三の発券銀行

が香港に登場する。金融局によると,中 国銀行は94年 中に全発行量の約10%に 相 当す る60億 香港

ドルを発行 し,96年 までに百億香港 ドル程度に増やす計画。同行の参入で各行の発券シェアがど

う変るかについては明らかになっていない。 もっとも,香 港上海銀行のパー ビス会長は日本経済

新聞に対 しr(中 国銀のシェアは)い ずれ20-25%に 増 えるだろう」 と語ってお り.い ずれスタ

ンダー ド・チャ一 夕ー ドのシェアを上回る見通しだ。ヤム金融局長によると,中 国銀は91年 に政

庁へ発券業務への参入希望を正式に申請。……発券業務参入により中国銀は,香 港が中国に返還

され る1997年 を前に,r香 港 の顔 としてのイメージを強め,地 位向上を図ろうとしている」(大 手

英銀の幹部)と の見方もある。」「日経金融新聞」,1993年1月13日 付 。

2D香 港政庁立法評議会委員であるとともに中国政治協商会議委員で もある何世柱氏は,香 港上海

銀行が籍を英国に移 して外国銀行となった結果,(1　香港にとっては同 じく 「外銀」 としての中国

銀行が発券に加わ りやす くなった〔2沖央銀行的役割が減 って 「外銀の一つ」になる結果.他 の外

銀が対等で瑛争できるようになる,と 述べている(「 国際経済」華南経済圏特集,通 巻第343号,

1991年3月81-86ペ ージ)。 ここへきて過去から再々話題になっては消えている,中 央銀行,ま

たは通貨庁設立構想が しきりとうわさにのほっているといわれる(r日 経金融新聞J1992年9月

17目)。 政庁の通貨管理機能は年を追って拡充されてきているし,香 港上海銀行の 「民間銀行化」

が不可避であれば,時 期 はともか く,そ の可能性は強いといえよう。
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よ う企 て られ て い るので ,現 象 的 には 同 じ通 貨制 度 が継 続 され るよ うに見 える

だ けで あ る。 国家 が変 り,発 行 体 が変 って も同 じ通貨(不 換 通貨)と い うこ と

はあ りえな いの で あ る。

おわりに一 中国内部の資本制生産に対する金融基地

ユ 中国内部の資本制生産 と資金需要の増大

〈表5>に よれば,香 港 の銀行の対外顧客取引 のうち,ユ980年 以降に対 日取

引についで爆発的増加 を示すのは中国向け債権の伸 びであ り(ユ991年 末まで に.

94倍 に増加),そ の他 の地域 向けの伸 びをはるか に上 回
っている。対 日取引同

様,ユ980年 代初頭においては無 いに等 しい金額であった。

これ は中国内部,特 に広東省 において資本制生産が急速 に拡大 してい るこ と

の現れである。その生産の大部分は香港の企業家自身が原料 と設備 を持 ち込ん

で中国人労働力 を使 って事業を行 うものであ り
,製 品 は輸出(香 港 を通 して大

部分が再輸 出される)用 と して中国か ら持ち出 して しまうために
,生 産の発展

の程度は近似 的に貿易(香 港の対中国輸出入)統 計に反映 され ると考 えられ る
。

以下 の叙述 はその状況を簡明に説明 してい る。

「香港貿易発展局の調査 によると,広 東省 にあ る香港企業の委託加工先

は1万81000社 以上,従 業員数 は140万 人以上にのぼっている
。 これに合弁

企業等約1万 社 を含め る と,広 東省 の香港系企業 の従業員数 は200万 人以

上(現 在 で は300万 人との推定 もあ る)に のぼ り
,香 港の製造業就業者70

ぐ表5>海 外のド銀行でない顧客に対する債権

Claimsonnon-bank customers outsideHongKong(単 位:十 億 香 港 ドル)

中 国 日 本
その他 ア ジ ア ・

大洋 州
その他(欧 米等) 合 計

1980年 末

ユ991年 末

0.5

47

2.1

1,105

3ユ.9

14]

23.ユ

173

57.6

1,466

倍 率 94 526 4.4 7.5` 25.5倍

資 料:HongKongMonthlyDigestofStatistics .
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万 人の約3倍 に も達 してい る。

香 港 の重要 な輸 出産業 で あ る繊維 製 品,靴,玩 具,電 気 製 品(電 卓 ・ラ

ジ カセな ど)で は,実 質的470一 一80%が 広 東 省で の生 産 にな.ってい る と推

定 され る。

これ を貿 易統 計 でみ る と,特 に87年 以 降,再 輸 出(香 港 内で の付'加価 値

が25%未 満 の製 品 の輸 出)が 急増 して い る。90年 で は再 輸 出が 輸 出全体 の

65%を 占 め,そ の うち58%が 中国 原産 で あ った。 さ らに その約6割 が委 託

加工 に よる もの と推計 され てい る3%」

「中国 の香 港か らの輸 入 を見 ると変 化 は輸 出以 上 に劇 的で あ る。1977年

か ら1987年 の間 に,香 港 の中 国 に対す る輸 出合計,地 場 輸 出,再 輸 出は そ

れ ぞれ257倍,511倍,203倍 に増 加 した2㌔ 」

この急速 な資 本制 生 産 の発 達 の前提 は新規 の投 資,再 投資 をた ち まち生 産 に

結 び つ け る膨 大 な労 働 力 の存在 で あ る。 それ は中 国の 内部(広 東省 内外 を問わ

ず)で の失 業 と離 職が 進行 して い る こ とを も示唆 して い る。 広東 省 を 中心 とす

る資 本 制生 産 の急 速 な拡 大 が,さ らにまた 中国農 村か ら余剰 労働 力 を吸 引 し,

潤沢 な労働 力 の プー ルを創 り出 して い るので あ る'㌔ そ して,こ の大量 の労働

力が 急 速 に動 員 さ れ,可 変 資本 と して稼 働 す るた め には,直 接 間接 の投 資が 中

国 の.外か ら もた らされ る必 要 があ るのだ が,そ こに は外 国銀行 に よ る貸 付 を 中
て ロ

心 とした金融が梃子の役割 をはた してい るもの と考えられる。

22)野 村 総 研 香 港 有 限 公 司 「新 時 代 を迎 え る香 港 」 『財 界展 望』 ユ991年10月10日 号,42ペ ー ジ参 照 。

23)Y岨 一WingSung,TheChina-HongKongConnection,1991,p.22.

24)「1980年 代 初 頭.広 東 の労 働 者 は 香 港 の 労 働 コ ス トの約 五 分 の 一 で 物 資 を 生 産 して い た 。 広 東

で は 求 人 一 人 に対 して,時 と して は 十 人 もが 応募 した 。 香 港 企 業 は1か く して 世 界で も っ と も底

知 れ な い 労 働 力 の 供 給 元 を 確 保 した の で あ る。 ・・… ・ 〔中 略一一 佐藤)… … 世 界 的 需 要 の 急 増 に対

応 し よ う とす る香 港 企 業 に と って,こ の底 知 れ ぬ 大 陸 労 働 者 の 供給 は,か つ て 香 港 が 家 内 工 業 と

地 元 の 過 剰 労 働 力 を経 験 した とき を 上 回 る 『波 打 つ 対 応 力("surgecapacity"む し ろ 「汲 め ど も

尽 き ぬ 稼 動 力 」 とで も訳 す べ きか 一 佐 藤)」 を提 供 した 。1980年 代 半 ば まで に,こ の 新 し い 源

泉 は香 港 の い っ そ.うの 経 済 成 長 に拍 車 を か けた 。 香 港 は将 来 へ の不 安 と株 式 市 場 の 不 調 に もか か

わ ら ず,か く して,1997年 の 統 一 が 近 づ きつ つ あ るの に,あ る い は,こ とに よ る とそ の こ との た

め に1従 来 以 上 の活 力 を 示 して い る よ う に思 わ れ る。」,エ ズ ラ ・F・ ヴ ォー ケつレ著 、 中 島 嶺 雄 監

訳 「中 国 の 実 験 一 改 革 下 の 広 東11991年,101-102ペ ー ジ。
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<表6>中 国 によ る外 資利用(契 約高)に お け る香 港の 寄与 部分

H・ ・9κ ・・9㌃ω・励 磁 ・・ご・utilizationofforeig
ncapital

(contracted)inChina(US$m)

Year Foreign

Investment
ForeignI・ans Total

From

HK

Total From

HK

Total H・ngKongas

lender
centreof

syndication

sub.

total

1979-82

ave「age

ユ988

1,384

6,189

919

(66%)
4,033

(65%)

1,240

9,914

ユ9

580

75

1,945

94

2,525

2,624

ユ6,002

1,013

38.6%)

6,558

4ユ.0%)

注:本 表原表は1989年 まで1983年 か ら一年毎 に計数を表示 してし

。灘1灘 鱒繍i撚 難雛鱗 葉襲押
るが1988年 までは単純な増

を表

前出の 〈表5>に よれば,対 中国対顧客(非 銀行)債 権残高の伸 びは急であ

るのに,金 額の大 きさその ものは他の国 と比べて まだ抜 きん出た姿 とはな
って

いない。 しか し,シ ンジケー トロー ンなどが香港で取 りきめ られて も
,貸 出は

他の国の支店か ら実行され ることがあ ること(〈表6>参 照)
,香 港内部で中国

系機関な どに鮒 けられて も,上 記統計には含まれないこ と
,ま た中国の資金

調達手段 が多様化 し,株 式や債券な どによる直接金融が格段 に増 えているこ と

な どを勘案す ると・香港が中国に対 して金融面で果た してし・る役割は
,上 記 の

数字の表現 をはるか に超 えてい ると見てよいであろ う
。

〈表5>の 示す ところで は,対 日取引を中心 とす る
,香 港に とって膨大だが

ノ ミナルな記帳取引の陰で,香 港の実質的な資金は資本制生産の中国内部への

展開 とともに沖 国へ.と向・ている・ アジアのユー ・(オ ・シ 。ア)取 引は市

場 どうしの結 びつ きを深め,各 国国内市場 の舳 化 離 し勘 た
。香港は,実

質的に外国の国内取引の記帳の残高力・銀行全体 の鵬 の大部分 を占める程 に
,

外国銀行資本に と・て舳 な市場 とな・た.・ うした取引 の自由を求めて進 出

してきた多 くの外銀がね らうものは
,そ して中肋 ・外銀に期待 する ものは,香
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港か ら中国への金融なのである。

香港 には金融だ けでな く様 々な経済的機能があ り,金 融 もその資金使途は多

様 である。 しか しお しなべて戦後香港の金融 とは,香 港や アジア諸国の輸出の

ため の運転資金や輸 出産業の生産力増強,ま たそのための インフ ラス トラク

チ ャー整備のための資金の供給を 目的 としていた。 その中軸た る生産が資本制

的生産 として中国内地に広が り,香 港内部の生産が停滞 したことは貿易統計の

示す ところであ る。

中国で の生産の拡大に ともな う様 々なプロジェク トのための資金需要 も,そ

れに応 える調達方法 も,量 は多 く質 も多彩で あって,も はや香港上海銀行 など

一行だけに依存で きるものではない。香港上海銀行 は清朝政府 による起債,国

民党政権への金融支援な ど,歴 史的に中国の資金調達の中で独 占的 とも言 える

特異 な地位を占めて きた。香港上海銀行が果 た した役割は,今 後は香港に進出

した外 国銀行全体に期待 され ることにな りそ うである。 もちろん香港上海銀行

もその中の有力 な一員 として とどまることにな りそ うであ るが,日 本 の銀行が

過去 にもま して重要な役割 を担 うことにな りつつあ るのは,こ れまで見た通 り

である。

2英 領香港 と中国香港 の共通性 と相違点

中国人労働力による資本制生産は,戦 後香港内部において急速な発達を遂 げ,

香港 上海銀行が資金供給を通 じてその中で大 きな役割 を果た しだ%し か し香

港内部であ ったか らこそ,香 港上海銀行 も産業 に対す る金融の過半 に及ぶ支配

力 を振 いえたので ある。生産の発展 も,香 港上海銀行の金融支配 も,植 民地 と

しての香港の存在 を前提 に していた。 この前提が崩れて しまえば,各 国銀行資

本の 自由な競争が促進され,香 港に限らない広範な中国の労働 力に対 して よ り

円滑 に可変資本 として転化 し ・増殖 し得 ることになろ う。

旧帝国主義の時代 には,外 国資本 は植民地労働力の創出に多大な精力を費や

25>前 編,63ペ ージ。
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さねばならなか 。た誇 日の中国ではそれ はすでに中国自 らによ・て作 り出さ

れてい る..の 点 聯 二次世獄 輔 後の旧植民地㈱ の綴 民族轍 闘争

の時代 と比べて大 きな経済的状況変化で ある・政治的 には消 時や り蚕良した独

立の課題 を歴史は遅ればせなが ら果たそうとしてい るに過 ぎない・だが それは

それで進歩には違いない。

今 日の中国に起 きてい る開放緻 斉の動 きは・ ・れを労働力 と輸躍 業の創出

とい う蟻 か ら眺める と戦後香港経1斉の成立過程 とそ・ くりで あ り・その拡大

難 産で ある.両 過程は備 期 を隔てて4tい る禮 富 な中国順 全労鵬 の存

在が前提 とな。ている.そ の賃金 ・ス トカ・アジ・の他繍 ・比べて格段に安し'

.と も共通 している・・.金融 の流れ も 企靴 とも}・港 本的には(国 の対外

政策な どの影響 を別 とすれば),獺 可能 な労働力禮 富であ り・賃釦 ス ト

の安い地域 に向か。て流れるのであ る27謀 領香港か ら中国香港糊 幟 台区へ

の香港の移行 は資本制の枠の中での変化であ るが澗 者 の経済的暢 の共通性

と相違の基本 もそこにあ る.す なわち共通性 と中欧 賃金労働都 よる生産で

あ り湘 違 とは顛 香港で 膜 国が植民地 として占有 した土地で排他的に行 っ

ていたのに対 して,現 在広東省 など中国内部 に広 まってい るのは中国政府公認

の生産活動であ るところにある。

灘羅難1難羅難

蕪鱗灘鰻灘


